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文  責 ： 校 長  感 王 寺  等 
笑う門には福来たる 

 今月９日の第2土曜日、噺家の古今亭志ん丸師匠を

お招きし、落語の芸術鑑賞教室を実施しました。開始

早々、パワフルなおしゃべりで生徒を引きつけられ、

第Ⅰ部では、落語の歴史や解説など教えていただき、

代表生徒の３年生4人を舞台に上げ、落語の所作の手

ほどきをいただ

きました。師匠

の指導を受け、

奮闘する生徒の

姿に会場は爆笑

に包まれまし

た。また、第Ⅱ部

では落語を一席

披露いただき、

最後は全校生徒

の寄席踊りで盛

り上がり、見事

なプロの技に笑

いと感動をいた

だきました。 

 「笑う門には

福来たる」と言われるとおり、家庭や学校に笑いがあ

ると楽しくなるものです。ですが、笑いにも２種類あ

り、みんなが楽しいと感じる笑いと、誰かが悲しい・

辛いと思う笑いに分けられると思います。テレビ等の

漫才やコントには人をばかにしたり、からかったりす

る笑いもありますが、それはプロとしてお金をもらっ

てやっている仕事です。ですが、プロであっても、許

されない不適切な表現（笑い）もあります。ましてや

私たちの日常生活では、人をからかって笑いものにす

ることは、いじめにつながります。友達との関係性に

おいて、冗談として成り立つこともあるかもしれませ

んが、相手の表情や様子から相手の気持ちを伺うこと

は必要です。冗談やいじりの笑いが、相手を傷つける

ことになっては、笑いが福とはなりません。ＳＮＳが

当たり前となり、ネット上には残念な言葉があふれて

いる時代だからこそ、笑いにも敏感であるべきだと思

います。北中生の笑顔は冷笑や嘲笑ではなく、優しく

思いやりのあるユーモアや笑いであってほしいなあ

と、落語を鑑賞しながら思うことでした。 

幸せだから笑うのではない  

笑うから幸せなのだ  
アメリカの心理学者ウイリアム・ジャームスの言葉 

 

未然防止が一番 
先週の14日(木)薩摩川内中央消防署の指導の下、

火災を想定した避難訓練を実施しました。避難指示

後３分45秒で全校生徒が校庭に避難し、５分 14秒

で人員確認まで終わりました。昨年度より２分程度

短縮できましたが、避難時に真剣さに欠ける姿が一

部見られたのは残念でした。訓練を訓練として行っ

ては、いざというときに役に立たないからです。 

また、避難後は消

火器の説明を受け、

代表生徒が水消火器

を使った訓練を行い

ました。消防署の

方々からは、整然と

避難する様子や、キ

ビキビと消火作業を

行う生徒の姿に感心され、誉めていただきました。 

これから乾燥する冬を迎えます。住居周辺に燃え

やすい物を置かない、暖房器具の管理をしっかりし

たり、ストーブの上で洗濯物を乾かしたりしないな

ど、火災予防に努めたいものです。 

人権教室に学ぶ 
15日(金)には人権教

室を実施しました。３

年生は県男女共同参画

センターの髙﨑恵さん

によるワークショップ

で、「自尊感情の育成と

良好な人間関係づく

り」について、全国中

学生人権作文から２年

生は「ハンセン病」に

ついて、１年生は「い

じめ」について考え、

学びました。今月は児

童虐待防止推進月間、

12日は女性に対する暴力をなくす運動(～25日)、20

日は世界こどもの日、25日は犯罪被害者週間(～

12/1)、12月1日は世界エイズデー、3日は障害者週

間(～9日)、4日は人権週間(～10日)、10日は人権

デーと北朝鮮人権侵害啓発週間(～16日)と、人権つ

いて考える機会が多くあります。自分が自分らしく

生きる権利とともに、みんなの人権が保障される社

会になるよう学びを深めてほしいと願います。 

テ ス ト 返 却 後 の 復 習 こ そ 、 大 事 な 勉 強 。 



食に関する指導 
 川内中央中の中島香

子栄養教諭を講師に、

今月７日(木)に3年

生、20日(水)に1年生

の食に関する指導を実

施しました。 

 内容は、３年生が受

験に向けての食につい

て、１年生が給食センターの仕事についてです。３年生

は、朝食の大切さや脳に必要な栄養など学び、茶節の作

り方も習ったようです。バランスの良い食事で、学力ア

ップを図りましょう。１年生は野菜類の残食が多いと知

りましたので、調理員さん方の重労働で給食が作られて

いることを思い出しながら、野菜に挑戦してほしいと思

います。なお、２年生は26日(火)に実施予定です。 

小中交流授業 
 期末テスト初日の12日(火)、本校英語科の職員３名

が今年度は可愛小学校に出向き、５，６年生で英語の交

流授業を実施しました。

昨年度まで中学校はゲス

トティーチャーとしてＴ

２の役割を担っていまし

たが、今年度は中学校の

英語の授業を体験するこ

とを目的に、本校職員が

主として授業を進めまし

た。「他の小学校のお友達に英語で自己紹介しよう」を

学習目標に、タブレットを使いながら、中学校の授業は

どんな感じで進むのか学ぶ機会になったと思います。中

学校入学まであと半年余り、皆さんの入学を楽しみにし

ています。なお、来年は育英小で実施する予定です。 

１２月の主な行事予定 
 早いもので、来週で11月も終わり。2学期の仕上

げの12月も寒さに負けず頑張りましょう。 

５日(木) 学校保健委員会 

 １，２年授業参観・ＰＴＡ 

６日(金) 学年朝会 

７日(土) 市Ｐ連母親部地域代表者会 

 県Ｐ委嘱公開枕崎大会 

10日(火) ２年ＡＥＤ講習(～12日) 

13日(金) 全校朝会 

14日(土) 性に関する授業(1，2年) 

18日(水) 生徒会代議・専門委員会 

20日(金) 学年朝会 

24日(火) 大掃除 終業式 

25日(水) 冬休み 

27日(金) 仕事納め 

28日(土) 年末・年始休暇(～1/5) 

マーチング全国大会 
16日(土)、大阪城ホールで開催された第 37回全日

本マーチングコンテストに九州代表として本校吹奏楽

部が３年連続の出場を果たし、見事銀賞に輝きまし

た。子どもたちにとっても、全国の仲間が集い、大き

な会場で演奏した経験は一生の思い出になると思いま

す。大会参加にあたり、ご支援いただきました地域の

皆様、誠にありがとうございました。 

キラリ川内北中生 

・第58回県中学新人ソフトテニス大会 第３位 

２年女子団体（福寿・坂元・田ノ上・小濵・飛松・ 

長樂・寺迫・西園） 

・地域が育む「かごしまの教育」県民週間ポスター 

入 選 松下 光子 

・市青少年育成市民会議あいさつ運動ポスターの部 

優秀賞 中島 ゆきの 

・第35回伊藤園お～いお茶新俳句大賞 

 佳作特別賞 宇都 聡佑  山口 沙月  

佳 作 花木 幸晴 

・薩摩川内協会旗バレーボール大会  

２ 位 女子バレーボール部 

・薩摩川内協会旗バレーボール大会 

 優 勝 男子バレーボール部 

・鹿児島県クラブチャンピオンシップ 

 準優勝 男子バレーボール部 

・薩摩川内子供大綱引応援旗デザインコンテスト  

教育委員会教育長賞 上浦和馬 

・第32回鹿児島県U-13サッカー大会川薩地区予選 

優 勝 サッカー部 

・フレッシュ大会２４バレーボール大会  

３ 位 女子バレーボール部 

・第29回トンボロ芸術村コンテスト 

 書道部門 薩摩川内市文化協会長賞 峯元 麻莉 

絵画部門 入選 鈴木 綾華 

・鹿児島県総合卓球選手権大会 男子団体C級1位 

 川内北Ａ（田口・田代・小原・三角） 

Ｃ級男子シングルス ２位 小原 青宙 

・税の作文 南九州税理士会優秀賞 白石 美優 

・「家庭の日」ポスターコンクール  

優良賞 松本 栞奈  澁市 陽南  

努力賞 辻 美音 

学年に応じた進路や学習について、親子で話そう。 


